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インフル工ンザの検査には、

免疫学的な原理（抗原抗体反応）

を利用した迅速検査キッ卜を使

用し、 10～15分程度でインフ

ル工ンザA、B型の検査ができま

す。多くの施設がとの方法を用

いて検査されており、当院でも

入院、外来を問わず24時間対応

で検査しています。

~ 
（笛

検査材料として鼻水や鼻の分

泌物、喉の分泌物を用いますが、鼻水や鼻の分泌

物の方が喉の分泌物より検出感度が優れていると

されています。

検体の採取は専用の綿棒を鼻に挿入し、鼻の奥

を拭って粘膜表皮や分泌物を採取します。それを

試薬に抽出したものを検査キットに滴下します。

検体中にインフル工ンザA、B型のウイルスが存在

すれば検査キットに線が出

てきます。

インフル工ンザウイルス

の量が少ないと検査キット

が陽性を示さないととがあ

ります。インフルエンザに

感染後、ウイルスが体内で

増殖するまでには時聞がか

かります。そのため、感染

して間もない時期に検査を

しでも陽性を示さないとと

があります。また、発症か拳

ら時聞が経ちすぎた場合も

ウイルスの量が減少し始め

ているため、正確な結果が

出ないととがあります。検体の採取方法が悪く、

十分に検体が採取できていない場合も正確な結果

は得られないため、確実に検体を採取するととが

大切です。

鼻の奥まで綿棒を挿入するため、多少痛みを生

じますが、なるべくリラックスして顔を動かさな

いようにしましょう。
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専用の綿棒を
鼻に挿入

鼻を拭った綿棒を
試薬につけて抽出する
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A型が陽性
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反応が正しく
行われたことを示す線試薬がしみこんでいく

通信

インフル工ンザの
基本と対処法Q&A

インフル工ンザの検査について

11月

「くす（樟）」の由求について

〈す（樟）は常緑の広葉樹で、熊本城内に多〈見られます。
種々の精油成分を令み、良い香りがします。樟脳をはじめ色々

な薬用成分が抽出されるなど有用な薬用樹でもあります。
また、〈すし（薬師）とは、医師のことを指し、〈すしぶみ（薬
師書）は医術に関する書物のことを言います。

本誌はこの「〈す」にあやかり、健康な生活を送るために
情報を提供しております。お気軽にお読み下さい。



インフルエンザの

基本と対処法Q&A

国立病院機構熊本医療センター
感染症内科部長
おの

小野

難 インフ）し工ンザウイルスの多様性とは？

ウイルスの表面にはヘマグルチ二ン（HA）やノイラ

ミニダーゼ（NA）といった多数の突起があります。

特にA聖インフル工ンザウイルスにはE型という小

さな分類があり、 HA(18種類）とNA(9種類）との

組み合わせで決まり、次々変化していきます。（B型

は2種類あり、実は仁型も存在します！）

事 。ι 横
様 インフ）し工ンザの症状と、 玉置長
特に気を付けるべき事とは？ ／庁引や

38℃を超える高熱と関節痛や筋肉痛、倦怠感が有

名ですが、消化器症状や肺炎など深刻な呼吸器系の

合併症、急性脳症なども起こします。かぜに比べて

急激に発症し、かつ強烈であるととが特徴です。ハ

イリスクグループと呼ばれる65歳以上の高齢者、 5

歳未満の小児、妊婦、肥満の方、呼吸器・循環器・

腎臓疾患や糖尿病、免疫不全（免疫抑制剤を服用中な

ど）の方は特に重症化に注意が必要です。

様 ワクチンを接種すれば大丈夫？

その年の夏頃までに冬に流行るイン

フル工ンザの型を予測してワクチンが

作製されますが、残念ながらこの予測は外れるとと

もあります。また、通常ワクチンを接種すると 2週

間後くらいから抗体が増え始めます。その後1か月

でピークとなり、 3か月以降に低下し始めます。ワ

クチン自体や接種後の期間、皆様のお体の状況など

により、たとえ接種をしてもインフル工ンザに感染

するととがあります。

縁 日常生活における苅処方浩とは？

患者さまの咳ゃくしやみによる M飛

沫”や、乙れらとの接触により皆様の
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体内にウイルスが入るととで感染します。とれを防

《 ぐためは普段の健康管理、充分な栄養

と睡眠、人の多いと乙ろの回避、帰宅後

の手洗い徹底などを心がけましょう。

（手洗い後のアルコールを含んだ手指消

毒剤も有効です！）

様 ちし感染してしまったら？

できる限り早めに医療機関を受診しま

しょう。キットを用いて短時間で感染し

ていないかを判定できます。しかし、発熱早期（発症

12時間以内）などウイルスの量が少ない時期の検査

や、検体がうまくとれない場合は判定が難しいとと

があります。お薬は必ず用法・用量・期聞を守って

服用しましょう。ご自宅では咳・くしゃみをする際

にティッシュやハンカチで鼻と口を覆う咳エチケッ

トや隔離を行うなど、他のご家族にうっきない工夫

が肝要です。なお、療養期聞は学童であれば学校保

健安全法で決められていますが、成人の場合は特に

決まりはありません。目安として発症後5日、かっ

解熱後2日までは外出・出勤を自粛し、通常発症後

3日から 7日まで周りの方々に感染させる可能性が

ありますのでマスクを使用するなどしてください。

症状の継続や新たな症状の出現がありましたら、ま

ずは主治医（あるいはおかかりの医療機関）に電話で

連絡し、対処方法や受診の是非などを確認しましょ

。、
っ

感染症内科の紹介

2017年1月に感染症科（2019年4月からは感

染症内科に改名）としてご入院中の患者さまのコ

ンサルテーション科として産声を上げ、院内感染

対策業務や抗菌薬適正使用支援チームの立ち上

げ・推進や地域医療施設との院内感染対策領域で

の連携等に努めてまいりました。院内の各診療科

や院外感染症専門施設と連携し、呼吸器感染症を

中心として、全診療科の各種感染症や重症感染症

の診療等を積極的に行っています。また、 WHO

で天然痘撲滅宣言を行った蟻田功名誉院長の時代

より続く国際医療協力活動を国際協力機構 (JICA)

と共に推進しています。乙うした多岐にわたる業

務を継続し、皆様の明日の健康と安全に貢献でき

ればと考えています。

内
、』J

＠ 診察日月曜日～金曜日

＠ 休診日 土・日曜日及び祝日
年末年始（12月29日～翌年1月3日）

＠ 受付時間 8: 15～ 11 : 00 

干8600008熊本市中央区二の丸15 
TEL 096 (353) 6501 （代表）
FAX 096 (325) 2519 
H P https://kumamoto.hosp.go.jp/ 

※形成外科の受付は、水曜日以外の 13:30～ 16: 30 

となります。

※一部の科では、午後に予約診療を行っていますが、

新患、予約のない方の午後診療は行っておりません。

急患はいつでも受診できます。


